


吉平酒店よもやま話 
 今月もこんな時期かぁ…と頭を悩ます日々がやってきました。当店 DM「吉平酒店だより」を書かないと

いけないとネタ探しをしています。さて、昨年から当店でも長野ワインの需要が高まっています。そこで今

月は長野ワインについてお話をしたいと思います。 
 
・当店と長野ワイン 
 私たち夫婦は 2016 年に長野県に移住をし、吉平酒店を開業しました。ソムリエの資

格を持っていながら、日本ワインに関してはソムリエ教本をかじった程度の知識しかな

く、引っ越して来て初めて長野ワインがこんなに身近にあるのだと知ったくらいでした。

それが吉平酒店を開業してから 5 年で様々な長野ワインを扱うようになるとは思ってい

ませんでした。 
 
・吉平酒店が考える長野ワイン 
（概要） 
 2021年現在約60ヵ所のワイナリーがワインを造り、販売をしています。

勿論 1 つのワイナリーが 1 銘柄しか造っていない訳はないので、その数は

膨大な種類となります。基本的には欧州系国際品種であるメルロー、カベ

ルネソーヴィニヨン、シャルドネ、ソーヴィニヨンブランなどが主流であ

り、他にもコンコードやナイアガラなどアメリカ系のブドウ品種、ツヴァ

イゲルトレーベやケルナーなどドイツ系のブドウ品種、日本由来のマスカ

ットベリーA、竜眼、サンセミヨンなどのブドウ品種、シャインマスカッ

トや巨峰など生食用ブドウからもワインが造られています。 
 
（考え方） 
 正直これだけの造り手、ワインの種類があると全てを把握するのは難しいです。

また、小さいワイナリーでは 1 種類当たりの本数が少なく、人気生産者ほど手に

入りにくいのが現状です。そこで当店では自営業らしく自分達の嗜好を優先し、

カンティーナ・リエゾーを推しています。勿論それ以外のワイナリーを全く扱わ

ないのかと言えば、そんなことはありません。ただ、自分達の事業規模や考え方

からいって、いたずらに長野ワインを並べたり、新しいワイナリーを追いかけた

りするよりは、自分達の意思表示としてここの造り手が好き！というのは表して

も良いのかなと思っています。結果的に変わったワイン屋になってますけど(笑)。 
 
（魅力） 
 長野県は地理的に多様性が生まれるのは間違いないのですが、造っている人が多

い分それぞれに考え方があり、自然環境以上に個性的なワインが生まれています。

また、マイナーチェンジやチャレンジをする造り手も多く、毎年新たな魅力と困惑

が楽しめます。最近でこそ新興ワイナリーが注目されがちですが、昔っからコレ！

といった味わいの魅力が固定銘柄のファンを掴んでおり、その一方でワイナリー名

ではなく醸造家の転職や引き抜きによりファンが動くところ、それが分かる近さに

も面白さを感じます。店頭に並ぶか分かりませんが、これからも様々な角度から長

野ワインを追いかけていきたいと思います。 




